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研究成果の概要（和文）：　当該研究では、ストレス・コーピング（ストレスに対する対処行動）の枠組みによ
って、抑うつ症状の慢性化（あるいは再発）の仕組みを解明し、予防する方法を提唱しました。当該研究の主要
概念は、コーピングの柔軟性です。コーピングの柔軟性は、「ストレスフルな状況に応じて、ストレスに対する
対処の方法（コーピング方略）を柔軟に用いる能力」を意味します。
　このコーピングの能力が高いほど、うつ病の慢性化を防いだり、再発を予防したりすることができるという研
究です。その際に、研究代表者が提唱してコーピングの柔軟性に関する2過程理論を用いています。

研究成果の概要（英文）：The purpose of this study is to propose the mechanism of chronic depression 
based on the dual-process theory of depression. Coping flexibility refers to one’s ability to 
effectively modify one’s coping strategies according to the demands of different stressful 
situations

研究分野： 心理学

キーワード： ストレス　柔軟性　コーピング
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研究成果の学術的意義や社会的意義
　コーピングの柔軟性に関する2過程理論は、研究代表者が提唱した理論であり、ストレス研究の枠を超えて、
別の研究領域でも紹介されています。その論文の中で、2過程理論は、これらの展望論文では、これまで見られ
なかった、新たな視点からコーピングの柔軟性を捉えていると評価されています。心理学における多くの理論は
欧米で開発されたものであり、わが国から発信された理論は、意義のあることだと思われます。そして、うつ病
は、国際的に問題となっている疾患であり、その主要な問題点は、うつ病が慢性化することです。この研究で
は、うつ病の慢性化の仕組みを2過程理論で説明、解明した点で、意義のある研究であると言えます。
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１．研究開始当初の背景 
 当該研究では、ストレス・コーピング（ストレスに対する対処行動）の枠組みによって、抑
うつ症状の慢性化（あるいは再発）の仕組みを解明し、予防する方法を提唱します。当該研究
の主要概念は、コーピングの柔軟性です。コーピングの柔軟性は、「ストレスフルな状況に応じ
て、ストレスに対する対処の方法（コーピング方略）を柔軟に用いる能力」を意味します。 
 それぞれのコーピング方略の効果は、個人が置かれている状況やストレスフルな状況によっ
て異なることが知られており、特定のコーピング方略を用いることが、必ずしもストレスを緩
和させるわけではありません。そのため、柔軟に用いるコーピング方略を変化させることがで
きるほど、ストレスを緩和するという「コーピングの柔軟性仮説」が注目を集めてきました。 
 Nature 誌のうつ病特集（平成 26 年 11 月）では、科学者がうつ病研究に取り組む重要性と、
うつ病に対する心理的アプローチの有効性が論じられています。うつ病や抑うつ症状が慢性化
することは良く知られていますが、ここ 10 年間で、うつ病や抑うつ症状の慢性化に関する要
因のひとつとして、ストレスとコーピングが関与していることが、生理学的研究によって明確
になりつつあります。WHO も、うつ病患者におけるコーピングの重要について言及していま
す。こうした国際的流れの中で、不適切なコーピング方略を繰り返し用いることが、抑うつ症
状の慢性化につながることを示したいくつかの理論的枠組みが、最近提唱されました（心理、
生理的アプローチの両面から）。しかし、これらの枠組みを支える実証研究は、現在のところ十
分ではありません。 
 研究代表者はコーピングの柔軟性に関する研究を行っており、2012 年にコーピングの柔軟性
に関する 2 過程理論（dual-process theory on coping flexibility）を提唱しました（Kato, 2012）。
この研究に基づいて、研究代表者は科学研究費（基盤 C）を受託し、2 過程理論が妥当である
ことを実証してきました。これらの成果を国際誌に報告すると、うつ病の慢性化の仕組みを、
2 過程理論によって説明できる可能性が示唆されました。例えば、Cheng（2014）や Bonanno 
& Burton（2013）らの展望論文。また、研究代表者の近々の研究では（Kato, 2015 の 1.と 2.
の論文）、慢性疼痛（慢性的頭痛及び慢性的月経痛）に苦しむ人々が、柔軟にコーピング方略を
用いることによって、抑うつ症状が緩和することを明らかにしました。この研究は、2 過程理
論によって、抑うつ症状の慢性化を説明できることを示唆しています。 
 
２．研究の目的 
柔軟性に関する 2 過程理論に基づき、コーピングの柔軟性と抑うつ症状の慢性化との関連性

を検証します。この研究を通じて、抑うつ症状の慢性化のメカニズムを解明します。具体的に
は、抑うつ症状が慢性化している研究参加者に対して、実験と調査を実施します。まずは、国
内で研究を実施した後、海外でも研究を実施します。 
 繰り返される抑うつ症状に苦しんでいる人々を対象に、2 過程理論に基づいた介入を実施し、
その効果を検証します。2 過程理論に基づく介入は、すでに海外で開発が進められており
（Basińska主導）、この介入研究から得られたデータに基づき（平成 27 年 12 月頃に、Basińska
から第一報が届く予定）、国内においても介入研究を実施します。現在進めている海外での介入
研究の対象は、健康な大学生と通院歴のある不安障害を抱えた人々であり、主な目的は不安の
低減です。それゆえ、まずは、海外で得られたこのデータを参考にしながら、介入方法の原案
を、海外研究協力者および連携研究者の門田氏とともに作成します。その後、その効果を検証
します。 
 コーピングの柔軟性に関する2過程理論は、Springer社から出版されている心理学事典の「コ
ーピング」の説明でも取り上げられているだけではなく（Encyclopedia of critical psychology, 
2014, pp. 322-324）、ストレスやコーピング研究の枠を超えて、別の研究領域でも紹介されて
います。例えば、Emotion Regulation の領域では Bonanno & Burton（2013）Perspectives on 
Psychological Science 誌や Sheppes, Suri, & Gross（2015）Annual Review of Clinical 
Psychology 誌の展望論文。これらの展望論文では、これまでには見られなかった、新たな視点
からコーピングの柔軟性を捉えていると記載されています。 
 2 過程理論は 2012 年に提唱されましたが、それからあまり年月を経ておりません。しかし、
2 過程理論が妥当であることは、日本だけではなく、アメリカ、中国、オーストラリア、イン
ド、シンガポール、インドネシア、ポーランドなど、様々な国々において実証されています。
また、Web 上で公開している学位論文だけに限ると、少なくとも 2 過程理論に関する 3 篇以上
の学位論文が受理されています（e.g., Ohio University, Western Washington University, and 
University of Nebraska）。心理学における多くの理論は欧米で開発されたものであり、わが国
から発信された理論が国際的に認知されている点は、意義のあることだと思われます。 
 
３．研究の方法 
 上記の目的を達成するために、3 つのアプローチから実施しました。これらは、すべて、研
究申請書に記載していたものと同じ方法です。 
（1）慢性的な抑うつ症状を呈する人々を対象に、実験によって、慢性化のプロセスを解明しま



した。 
（2）縦断的調査により、コーピングの柔軟性が抑うつ症状の慢性化にどのように関与している
かを明らかにしました。 
（3）介入研究により、柔軟なコーピング方略を獲得することが、抑うつ症状の慢性化を緩和す
ることを実証しました。 
 
４．研究成果 
 上記の 3つのアプローチに対応した研究結果について説明します。 
（1）実験によるアプローチ 
 当該研究では、慢性的に抑うつ症状で苦しんでいる人々に対して、縦断的実験を行いました。
ストレス課題を呈示し、その課題に対するコーピング方略の変化と、質問紙と唾液バイオマー
カー（唾液の採取はコットン法、sIgA、αアミラーゼなどを測定）によって精神的・心理的反
応を測定しました。縦断的に研究を実施することで、抑うつ症状の慢性化に、コーピングの柔
軟性がどのように関与しているかが明らかになります。実験は 3か月間の期間をかけて 3度実
施し、その 6か月後、12 か月後に心理的反応を測定しました。実験の結果は、おおむね 2過程
理論における仮説を支持するものでした。個別の実験では、仮説に反する結果が得られたので、
その結果について、現在、検討中です。 
（2）縦断的質問紙調査 
 抑うつ症状の慢性化に、コーピングの柔軟性が関与していることを明らかにするために、縦
断的質問紙調査を実施しました。労働組合などを通じて、毎年データを収集し、4000 名以上の
基礎データを収集することに成功しました。この基礎データに基づき、2 過程理論における仮
説を検証した結果、いずれのサンプルでも、概ね、仮説を支持することができました。 
（3）介入研究 
 上記のデータに基づき、2 過程理論に基づく介入方法を立案しました。このマニュアルに従
い、介入研究を開始し、現在、多くのデータの収集が終わり、フォローアップのためのデータ
を収集中です。データを取り終えた時点で、分析を実施します。 
 
 これらの研究成果は、主に、以下の方法で公開する予定あるいは公開中です。申請書に書い
た通り、4つのレベルで公開を行います。第一に、国際誌上で発表します（平成 29 年度以降よ
り随時、論文を投稿中です）。第二に、得られたデータ（ローデータを含む）や実験手続きを公
開します。海外のデータベースを通じて複数のデータを公開しています（実施例：doi: 
10.1371/journal.pone.0128307.s001）。第三に、専用 HP を通じて、専門家以外の人々が読んで
も理解できるよう、得られた研究成果を随時公表しています。第四に、一般市民を対象にした
公開講座や講演を通じて、より分かりやすく、研究成果を理解してもらいます。このような活
動は、市町村の公民館や研修所、寺社などを借りて、毎年開催しています（平成 30 年度は未達
成）。 
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